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1唱5 胸部 CR 撮影における縦隔部描出の検討

C鶸織光司　 藤岡富雄 谷口義則　　［i亅口道弘

大阪府立羽曳野病院 放騨豪科

目的 ：99年2月に CR 装置を導入 し、年間約4万件 の胸部撮影を行っ て い る。しか し、縦隔部の 描出は不十分と思われ、
　　縦隔部の描出向上 を目的として 階調処理につ い て検討した ので報告する。
方法1．．当院の臨床區豫3〔例 か ら気管、気管分岐部等7ケ所を縦隔部の特徴拙出部泣とし、そ の乎均濃度を測 り、 Laser

　　lmagerlこおける階調処哩の濃斐調整範囲を決定する。

　　2．．L 記で決定 した濃度調整範囲に該当するL 醐   ge緲 制御1言号の 入 力範囲を最大か ら最小まで 均鞨 分割する

　　ような入力値を決め、それぞれの 値を通 るLU 肋 一ブを作成し、 多項式の 近似化 ソ フ トにて 関数化する。

　　3撮影した自作 フ ァ ン トムの 出力画艨を各LU’rで 出力し、そのステ ッ プと濃度から入出力特性の グラ フ を作成する。

　　4−1，各LVItD 実写をDensitometerfこより走査させ、各々の L頒 こおける等濃度麟線を作成 し、 比較 ・検討する 。

　　礁2．放射線技師3名にて臨床画齢 〔症例 の 高階調LUT と低階調LV’T．また 2種類の高階灘∬ 1の 資料を作成し、縦隔

　　部の 形態 の 見やすさを比較して 、 見やすい 方を 1点見に くい 方を 0点とし、合計ス コ ア の 大小にて評価した。
結果 1．階調処理する調整域の設定は以下の表よ り濃度0．40か ら0．80とな り、ス テ ヅフ2で信号値29から49とした。

　　　　現行CRフ ィ ル ム の 特徴抽出部位の 平均濃度　　　　　 Li62Pにお け る黝卸信号の 調整範囲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　1
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2 ．階調調 整域の調整実施　 階調 処 理の 関数は以下の ように なっ た。

　　　　（魏 UT2　y　＝　
−G，OOO3x6　＋　O．D144x5　−　0。2998x4　＋　3．0325x3　−　15ul3x2　÷　51，439x　−　17．784

　　　　eXUWl　y　＝ 　18．663x　十　1．425

　　　　  UT7　y　 a 　O．OOO3x6　−　0．0144x5　＋  ．2282x4　−　1．5873x3　÷ 5s7d36x2　手　0．6656x　＋　29e814
　　　　  UT3　y　＝ 　0．0001x6　−　O。0059x5　＋　 ．1244x4　−　1．2759x3　÷　6。4894x2　＋　4．3121x　十　9e　7788
　　　　  LUT4　y ＝ 0．OOOIx6　−　O．O正27x5　＋ O．2659x4　−　2．7121x3　＋　13。696rk　−　11．397x＋　18。9緡6
3．自作フ ァ ン トムの 入 出力樹生の グラ フ は以下の ようになっ た。

4 ．  等濃度曲線の 評樋で は高階調L贋 の方が低階調Lurよ り分布が密で
’：

臨嬲 1 陸が高い 。

  一対評価の 結果を次に示す。高階調」珊 の 方が偲階瓢  

より点数は高く、 高階調L町問に差は少な い 。

LUT ス コア計 ％ LUT ス コ ア辭 ％

高階調LUT489 点 99 高階鯛LUT3 55点 6苛

｛邸皆調LUT7 1点 1高階調LUT尋　 ・ 35点 39

各turr における自作ファントム の濃度変化
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考察 1．制御信号の 関数化 に よ り、CR 画 象の 広範囲な入 出力特性の 変化 を推測す葛こ とがで きる と考えられる。

　　2．等線量曲線の 比較・検討の 結果は一対評価の 傾向ど
一
致して お り濃度弁別の 良否を計るの に役立つ と考えられる。

　　3．当院の CR 装置におけるパ ラメータ設定条件下の 縦隔部の 描出向上には ，Laser　lmagerの LUT を変更 し、濃度

　　 0．6近傍の コ ン トラス トを高 くするの が望ま しい と考えられる。

結論1縦 隔部の 描出向上を目的に階調処理に つ い て 検討した。

　　 2．描出向上には濃度o。40か らo．80迄の 範囲の c〔mtrast を高 くする程，識別が容易となる傾向が示された。

　　3。制御信号を関数化する こ とで 、 潤現 陛が高ま っ た。
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